
 

公益社団法人日本地震工学会 第 79 回理事会議事録 

A.日時： 2025 年 12 月 5 日（金） 15 時 00 分～18 時 15 分 
B.場所： 三田 NN ホール＆スペース，スペース B ＆ Zoom オンラインのハイブリッド開催 
C.出席者：（会長）山中浩明、（副会長）大堀道広、髙井伸雄、片岡正次郎 
（担当理事）本多剛、引田智樹、渡邉和明（オンライン）、西田明美（オンライン）、隈本邦彦（オ

ンライン）、上田遼、浅井竜也、石川敬祐（欠席）、鍬田泰子（オンライン）、丸山喜

久（オンライン）、上田恭平（オンライン）、岩田直泰、王欣（オンライン）、吉見雅

行、後藤浩之（オンライン） 
（監事）小檜山雅之（オンライン）、古屋治（オンライン） 
オブザーバ出席：竹元悦子事務局長、戸田薫子事務局員（オンライン） 
※片岡副会長の「片」の字は丁字と読み替えてください 
※渡邉理事の「邉」の字は一点しんにょうと読み替えてください 
 
D.議題および提出資料： 
報告事項 
1) 第 78 回理事会議事録（案）の確認（引田理事） 資料 79-01 
2) 第 28 回正副会長会議報告（引田理事） 資料 79-02 
3) 会務報告（本多理事） 資料 79-03 
4) 会計報告（渡邉理事） 資料 79-04 
5) 選挙管理委員会からの報告（渡邉理事） 資料 79-15 
6) 広報部会からの報告（隈本理事） 資料 79-05 
7) 情報コミュニケーション委員会からの報告（上田遼理事） 資料 79-06 
8) 会誌編集委員会からの報告（浅井理事） 資料 79-07 
9) 国際委員会からの報告（石川理事） 資料 79-08 
10) 地震災害対応委員会からの報告（吉見理事） 資料 79-09 
11) 論文集編集委員会からの報告（鍬田理事） 資料 79-10 
12) 事業企画委員会（企画）からの報告（上田恭平理事） 資料 79-11 
13) 2025 年度大会について（丸山理事）・2027年度大会について（岩田理事） 資料 79-12 
14) 将来構想委員会からの報告（大堀副会長） 資料 79-13 
15) 17JEES 運営員会からの報告（後藤理事） 資料 79-14 
16) 第 14 回日本地震学会・日本地震工学会会長懇談会の報告（引田理事）      資料 79-26 
議案 
第 1 号 入退会者（引田理事） 資料 79-16 
第 2 号 共催・後援・協賛等（引田理事） 資料 79-17 
懇談事項 
1) 予算流用、補正予算案について（渡邉会計理事・事務局） 資料 79-19 
2) 2025 年度活動報告、2026 年度活動計画・予算案の作成について（本多理事） 資料 79-20 
3) 功績賞、功労賞、名誉会員の推薦依頼について（本多理事） 資料 79-21 
4) 外部理事・外部監事候補者について（本多理事） 資料 79-22 
5) 次期理事会の候補者の推薦依頼について（本多理事） 資料 79-23 
6) サポートレター発行の方針検討について（引田理事） 資料 79-24 
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7) 会費値上げに関するメール配信後の問合せ状況（本多理事） 資料 79-25 
E.議事録： 
報告事項 
1) 第 78 回理事会議事録（案）確認（引田理事） 

・引田理事より、資料 79-01 に基づいて、第 78 回理事会議事録（案）が説明され、承認された。 
2) 第 28 回正副会長会議報告（引田理事） 

・引田理事より、資料 79-02 に基づいて、第 28 回正副会長会議の内容が報告された。 
3) 会務報告（本多理事） 
・本多理事より、資料 79-03 に基づいて、前回理事会以降の会務報告がなされた。 

4) 会計報告（渡邉理事） 
・渡邉理事より、資料 79-04 に基づいて、令和 7 年度予算の執行状況が報告された。 

5) 選挙管理委員会からの報告（渡邉理事） 
・渡邉理事より、資料 79-15 に基づいて、2026 年度の会長候補、監事候補の選挙スケジュール案の

説明がなされ、選挙管理委員会の萩原委員を次期会計理事に推薦することの報告がなされた。 
6) 広報部会からの報告（隈本理事） 

・隈本理事より、資料 79-05 に基づいて、広報部会活動状況が報告された。 
7) 情報コミュニケーション委員会からの報告（上田(遼)理事） 
・上田(遼)理事より、資料 78-06 に基づいて、情報コミュニケーション委員会の活動状況が報告され

た。 
・上田(遼)理事より、容量不足やセキュリティの問題への対処と、ランニングコスト削減のための

web サーバーの移行方針（CPI サーバーから X サーバーへの移行）が説明され、移行の方針が承

認された。 
8) 会誌編集委員会からの報告（浅井理事） 
・浅井理事より、資料 79-07 に基づいて、会誌編集委員会の活動状況が報告された。 
・山中会長より、特集案 3 の「2016 年熊本地震から 10 年の歩み」について、17JEES との時期的な

順序についての質問がなされた。浅井理事より 17JEES よりも前のタイミング（2026 年 6 月）を

見込んでいたが、時期については委員会内で議論するとの回答がなされた。 
・片岡副会長より、特集案 4「不確実性を踏まえた地震応答・設計解析の深化」に関して、不確実性

を扱う様々な分野の方々が集まって議論をする、新たな研究委員会の立上げに繋がると良いとの

意見が述べられた。 
・浅井理事より、会誌の特集に関連した発表と議論を行うミニシンポジウムの企画案が説明された。

山中会長より、積極的に検討を進めて欲しいとの意見に加え、可能であれば収益事業とすること

も検討して欲しいとの意見が述べられた。 
9) 国際委員会からの報告（本多理事代理報告） 
・本多理事より、資料 79-08 に基づいて、JAEE 大会（沖縄）での韓国地震工学会への対応について

代理報告がなされた。 
・山中会長より、懇談会で配布する資料を事務局で準備するよう依頼がなされた。 

10) 地震災害対応委員会からの報告（吉見理事） 
・吉見理事より、8/31 アフガニスタンの地震などの地震情報のホームページ案を準備中であること

が報告された。 
11) 論文集編集委員会からの報告（鍬田理事） 

・鍬田理事より、資料 79-10 に基づいて、論文集編集委員会の活動報告が行われた。 
・鍬田理事より、前回理事会で報告した、投稿中の責任著者が逝去した対応について、共著者に意
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思確認を行った上で、責任著者を変更して審査を再開したことが報告された。著者順は変更せず、

掲載時には表紙フッタに、投稿中に第一著者が逝去されたことを注記する方針となった。 
・鍬田理事より、論文賞候補論文について、論文集編集委員会からは、通常号より 3 編を選出した

ことと、特集号編集委員会による検討の結果、特集号からの候補論文の推薦は行わないことが報

告された。 
12) 事業企画委員会（企画）からの報告（上田(恭)理事） 
・上田(恭)理事より、資料 79-11 に基づいて、事業企画委員会からの報告が行われた。 
・山中会長より、大会（沖縄）のランチョンセミナーについて当日参加の受付について質問がなさ

れた。上田(恭)理事より、お弁当の個数の制限があるため、先着定員制で受け付ける方針が回答さ

れた。 
・上田(恭)理事より、能登半島地震に関する新規シンポジウムと、衛星＋地震工学に関する講習会の

新規企画について説明がなされた。能登半島地震のシンポジウム企画に関して、山中会長より、

現状で考えられている複数の専門分野にわたる講演に、復興という観点も加えて企画を検討して

欲しいとの要望が述べられた。 
13) 2025 年度大会について（丸山理事）・2027年度大会について（岩田理事） 
・丸山理事より、2025 年度大会の準備状況が報告された。交流会において、閉会の挨拶を髙井副会

長が担当することと、17JEES の宣伝を後藤理事が担当することが確認された。 
・竹元事務局長より、大会の技術展示の客足がなるべく途絶えないようにするため、時間のある理

事は技術展示に立ち寄っていただくよう依頼がなされた。 
・岩田理事より、資料 79-12 に基づいて、2027 年度大会の準備状況が報告された。会場の施設利用

料の予約金（約 15 万円）の支払いについて説明がなされ、承認された。 
14) 将来構想委員会からの報告（大堀副会長） 
・大堀副会長より、資料 79-13 に基づいて、シニア会員・終身会員制度等に関する検討について報

告がなされた。 
・山中会長より、団塊ジュニア世代が定年を迎える時期が近付いているため、シニアを対象とした

制度検討を急いだ方が良いとの意見が述べられた。また、会員の年齢データを基にシミュレーシ

ョンを行って、会費収入に対する影響や、金額設定を検討してはどうかとの提案がなされた。 
・引田理事より、新たな会員資格を設けるにあたり、会員システム改修に伴う費用支出が生じるた

め、効果のシミュレーションの際には考慮しておくべきとの意見が述べられた。 
・吉見理事より、終身会員を設ける場合は、生存確認の方法を考えておくべきとの意見が述べられ

た。 
15) 17JEES 運営員会からの報告（後藤理事） 
・後藤理事より、資料 79-14 に基づいて、17JEES の準備状況が報告された。 
・後藤理事より、運営委員会の旅費交通費等のための JEES 積立金の追加取り崩し（25 万円）につ

いて説明がなされ、承認された。 
・後藤理事より、技術展示・協賛の募集開始について説明がなされた。可能性がありそうな企業、

団体に心当たりがある理事は、後藤理事に連絡するよう依頼がなされた。また、オーガナイズド

セッションの募集開始について説明がなされ、応募の依頼がなされた。 
・後藤理事より、セコム科学技術振興財団の助成金申請について説明がなされ、運営委員会委員長

名で申請書を提出することが承認された。 
16) 第 14 回日本地震学会・日本地震工学会会長懇談会の報告（引田理事） 
・引田理事より、資料 79-26 に基づいて、第 14 回日本地震学会・日本地震工学会会長懇談会の内容

について報告がなされた。 
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議案 
第 1 号 入退会者（引田理事） 

・引田理事より、資料 79-16 に基づいて、入退会者の報告がなされ、承認された。 
第 2 号 共催・後援・協賛等（引田理事） 

・引田理事より、資料 79-17 に示された後援 1 件について説明がなされ、承認された。 
懇談事項 
1) 予算流用、補正予算案について（渡邉会計理事・事務局） 

・渡邉理事より、資料 79-19 に基づいて、予算流用、補正予算案について説明がなされ、当期収支

差額が約－146 万円となる見込が確認された。 
・竹元事務局長より、流用の一部については、予算をたてる際に適切な項目分けがなされていない

ものがあるため、次年度以降の予算作成時には注意するよう依頼がなされた。 
・渡邉理事より、涌井税理士に新会計基準への対応の協力をお願いしたところ、良い返事が得られ

なかったことから、会計ソフトの移行サポートサービスを活用しつつ、別の税理士に協力を求め

る方針について提案がなされ、承認された。 
2) 2025 年度活動報告、2026 年度活動計画・予算案の作成について（本多理事） 
・本多理事より、資料 79-20 に基づいて、2025 年度活動報告、2026 年度活動計画・予算案の作成に

ついて説明がなされ、提出のスケジュールについて確認が行われた。 
3) 功績賞、功労賞、名誉会員の推薦依頼について（本多理事） 

・本多理事より、資料 79-21 に基づいて、功績賞、功労賞の推薦依頼について説明がなされた。候

補者がいる場合は総務理事に連絡するよう依頼がなされた。 
4) 外部理事・外部監事候補者について（本多理事） 
・本多理事より、資料 79-22 に基づいて、外部理事・外部監事候補者 5 名について説明がなされた。 
・外部監事を並河努教授（芝浦工業大学）に、外部理事を酒井慎一教授（東京大学）にお願いする

方針に決定した。今回は、理事が推薦する候補者の中から、会長が外部監事・外部理事の候補者

を各 1 名に絞り込み、監事に確認してもらう手順で決定した。外部監事の選出にあたっては、髙

井副会長より、山中会長と関係が少ない並河教授がよいのではないかという意見が述べられた。

また、次回（2028 年度）からの選考方法については今後の課題とすることになった。 
5) 次期理事会の候補者の推薦依頼について（本多理事） 
・本多理事より、資料 79-23 に基づいて、次期理事会の候補者の推薦依頼について説明がなされた。 

6) サポートレター発行の方針検討について（引田理事） 
・引田理事より、資料 79-24 に基づいて、サポートレター発行の方針検討について説明がなされた。 
・吉見理事より、サポートレターには、国や国際機関が行うプロジェクトを学会としてサポートす

る文書と、特定の応募に関して応募者をサポートする文書の 2 種類があるので、両者を分けて考

えた方が良いとの意見が述べられた。 
・山中会長より、後者の個別の応募のサポートについては、発行を個別に審査して選別することは

難しいため、当面、個別の応募に関するサポートレターの発行は行わない方針とすることが提案

された。 
7) 会費値上げに関するメール配信後の問合せ状況（本多理事） 
・本多理事より、資料 79-25 に基づいて、会費値上げに関するメール配信後の問合せ状況が報告さ

れた。 
 
上記の通り出席した令和 7 年度の業務執行理事より業務報告がなされた。 
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次回予定：（第 80 回理事会）：3 月 10 日（火）16-19 時 
 
（正副会長会議 2 月 18 日（水）16:00～19:00 *出席者：会長、副会長、総務、会計理事 
（監事監査会 2026 年 4 月 8 日（水）11:00～13:00 *出席者：監事、大堀副会長、会計理事、総務理

事） 

以上 この議事録が正確であることを証します。 

令和  年  月  日 

議 長 山 中  浩明 

監 事 小檜山 雅之 

監 事 古 屋  治 
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	・鍬田理事より、前回理事会で報告した、投稿中の責任著者が逝去した対応について、共著者に意思確認を行った上で、責任著者を変更して審査を再開したことが報告された。著者順は変更せず、掲載時には表紙フッタに、投稿中に第一著者が逝去されたことを注記する方針となった。
	・鍬田理事より、論文賞候補論文について、論文集編集委員会からは、通常号より3編を選出したことと、特集号編集委員会による検討の結果、特集号からの候補論文の推薦は行わないことが報告された。
	・上田(恭)理事より、資料79-11に基づいて、事業企画委員会からの報告が行われた。
	・山中会長より、大会（沖縄）のランチョンセミナーについて当日参加の受付について質問がなされた。上田(恭)理事より、お弁当の個数の制限があるため、先着定員制で受け付ける方針が回答された。
	・上田(恭)理事より、能登半島地震に関する新規シンポジウムと、衛星＋地震工学に関する講習会の新規企画について説明がなされた。能登半島地震のシンポジウム企画に関して、山中会長より、現状で考えられている複数の専門分野にわたる講演に、復興という観点も加えて企画を検討して欲しいとの要望が述べられた。
	・丸山理事より、2025年度大会の準備状況が報告された。交流会において、閉会の挨拶を髙井副会長が担当することと、17JEESの宣伝を後藤理事が担当することが確認された。
	・竹元事務局長より、大会の技術展示の客足がなるべく途絶えないようにするため、時間のある理事は技術展示に立ち寄っていただくよう依頼がなされた。
	・岩田理事より、資料79-12に基づいて、2027年度大会の準備状況が報告された。会場の施設利用料の予約金（約15万円）の支払いについて説明がなされ、承認された。
	・大堀副会長より、資料79-13に基づいて、シニア会員・終身会員制度等に関する検討について報告がなされた。
	・山中会長より、団塊ジュニア世代が定年を迎える時期が近付いているため、シニアを対象とした制度検討を急いだ方が良いとの意見が述べられた。また、会員の年齢データを基にシミュレーションを行って、会費収入に対する影響や、金額設定を検討してはどうかとの提案がなされた。
	・引田理事より、新たな会員資格を設けるにあたり、会員システム改修に伴う費用支出が生じるため、効果のシミュレーションの際には考慮しておくべきとの意見が述べられた。
	・吉見理事より、終身会員を設ける場合は、生存確認の方法を考えておくべきとの意見が述べられた。
	・後藤理事より、資料79-14に基づいて、17JEESの準備状況が報告された。
	・後藤理事より、運営委員会の旅費交通費等のためのJEES積立金の追加取り崩し（25万円）について説明がなされ、承認された。
	・後藤理事より、技術展示・協賛の募集開始について説明がなされた。可能性がありそうな企業、団体に心当たりがある理事は、後藤理事に連絡するよう依頼がなされた。また、オーガナイズドセッションの募集開始について説明がなされ、応募の依頼がなされた。
	・後藤理事より、セコム科学技術振興財団の助成金申請について説明がなされ、運営委員会委員長名で申請書を提出することが承認された。
	・引田理事より、資料79-26に基づいて、第14回日本地震学会・日本地震工学会会長懇談会の内容について報告がなされた。
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